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 メディアリリース  
 
 
 

報道関係者各位 
2019 年 10 月 7日（月） 

NPO 法人日本ブラインドサッカー協会 

 

「IBSA ブラインドサッカーアジア選手権 2019」 7日目結果 
中国がイランに1-0で勝利し優勝！日本は3位に 

 
2019 年 10 月 6 日（日）、「IBSA ブラインドサッカーアジア選手権 2019」（以下、アジア選手

権）の 7 日目が開催され、全 3 試合が行われました。第 1 試合の 5 位決定戦は、インドとマレーシ

アが対戦し、2-0 でインドが勝利。第 2 試合の 3位決定戦は、タイと日本が対戦し、1-2 で日本が

勝利、第 3 試合の決勝戦は、イランと中国が対戦し、0-1 で中国が勝利しました。前回大会に続

き、中国が 6 度目のアジア選手権優勝を果たし、日本は 3 位で今大会を終えました。また、今大会

上位 2 カ国である、中国・イランは、東京 2020 パラリンピック大会の出場権を獲得いたしまし

た。 

 

なお、6日（日）の第 1試合のレフェリーを、日本審判団の鈴木 雄太（主審)・吉田 豊宏（2

審）・荻原 利幸（3審）、第 2試合のレフェリーを吉田 豊宏（3審）、第 3試合のレフェリー

を、卜部 靖（主審）・高木 和男（2審）が務めました。 

 

●監督・選手コメント 

・高田 敏志監督 

＜アジア選手権 2019 を振り返って＞ 

3位という結果に満足はしていないが、イラン、中国、タイというタイプの異なるチームに対し上

手く適応できた。特にフィジカル、パワー、スピード、個人技、どれもレベルの違う中国を相手に

日本の組織的に高い位置で構築した守備が通用したこと、攻守の切り替えが早いこと、意図した攻

撃でゴールを奪うこと、など個の能力に対して組織で対応できたことは評価したい。 
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また、サブ組の選手たちが活躍した大会でもあった。チーム力向上のためにはサブ組の活躍は必

須。レギュラー、サブ関係なく普段からチーム内で競争してほしい。 

時間をかけて大会を振り返り、通用したことしなかったことなど課題を整理し、進化と変化の両立

で強化を進めていきたい。 

最後にブラインドサッカー日本代表を応援して頂いた皆さんに心から感謝申し上げます。 

引き続き応援宜しくお願い申し上げます。 

 

・川村 怜選手（主将） 

＜3位決定戦を振り返って＞ 

雷雨でアップ後に進行が中断し、試合開始が大幅に遅れるなど準備が難しかったが、うまくスイッ

チを入れ直して試合に入れたこと、また決勝に行けず悔しい思いが残っており身体はかなりしんど

かったが、勝たなければいけないというプレッシャーの中、チームとしてもう 1段階レベルを上げ

ようと選手間で共有しあい試合に入れたことが勝因かと思う。 

雨の中、芝の水はけが悪くボールもかなり滑る難しい状況の中でもブレずにベストを尽くすことに

フォーカスできたことで、1点目は泥臭いゴールだったが決めきることができた。また（黒田）ト

モさんが怪我をした中でもチーム全員で戦えたと思う。 

タイ代表は 2年ぶりの対戦で、特に 7番と 9番のアタッカー2人が速くて決定力も高くワールドク

ラスだった。2人をマークしながら守備から攻撃へのトランジションを 1試合通して行うことはか

なり難しく、試合が本当に長く感じた。 

 

＜アジア選手権 2019 を振り返って＞ 

アジア選手権全体を通して、まずタイの環境に適応し、色々な想定外をみんなで共有して何が起き

ても想定内と捉えられるメンタルのタフさを身につけたし、試合をこなすごとにチーム力が上がっ

ていった。サブメンバー含めて全員で戦えた大会だったと思うし、チームの総合力の向上が収穫だ

った。ただ、今以上にチーム全体を強化していかないと中国やイランなど世界の強豪には勝てない

ので、この先さらに変化を求めていかないといけないと思った。 

個人的には 1対 1の守備の強度をもっと上げていきたいし、攻撃ではアンカーとしてパスやビルド

アップの精度、そこから突破してシュートまでの精度をもっと上げていきたい。 

日本から応援してくださった方や、現地まで応援に駆けつけてくださった日本サポーターの方もい

て、アウェイで戦う上で応援の力が自分たちの原動力になると改めて感じた。優勝はできなかった

が、これが日本の現状。この結果をしっかりと受け止めてまたもっと応援してもらえるようなチー

ムになりたいし、戦う姿を見せていきたいと思う。 

 

 

●10 月 6日（日）試合結果 

第 1試合：5位決定戦 インド 2-0 マレーシア 

得点者：Shivam Singh（後半 11分、後半 16分・インド） 

 

第 2試合：3位決定戦 タイ 1-2 日本 

日本の先発メンバー：佐藤 大介、佐々木 ロベルト泉、加藤 健人、田中 章仁、川村 怜 

得点者：川村 怜（前半 9分、後半 8分・日本） 

    Kittikorn Baodee（後半 9分・タイ） 

 

第 3試合：決勝戦 イラン 0-1 中国 

得点者：オウンゴール（前半 16分・中国） 
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●アジア選手権 2019最終順位 

第 1位：中国 第 2位：イラン 第 3位：日本 第 4位：タイ 

第 5位：インド 第 6位：マレーシア 第 7位：韓国 第 8位：オマーン 

 

●得点王 

Behzad Zadaliasghari Yengejeh（イラン） 

 

 

●決勝トーナメント・予選グループリーグ星取表 

【決勝トーナメント】 

・10 月 6日（日） 5位決定戦 インド 2-0 マレーシア 

3位決定戦 タイ 1-2 日本 

決勝戦 イラン 0-1 中国 

 

・10 月 5日（土） 7位決定戦 韓国 0-0（PK 1-0）オマーン 

準決勝 イラン 3-2 タイ 

準決勝 中国 2-2（PK 3-2）日本 

 

【予選グループリーグ】 

グループ A：1位 中国／2位 タイ／3位 インド／4位 韓国 

 中国 タイ 韓国 インド 勝点 
得失 

点差 
得点 失点 順位 

中国 - ○2-0 ○8-0 ○5-0 9 13 13 0 1 

タイ ●0-2 - ○4-0 ○6-0 6 10 10 0 2 

韓国 ●0-8 ●0-4 - △0-0 1 -12 0 12 4 

インド ●0-5 ●0-6 △0-0 - 1 -11 0 11 3 

 

グループ B：1位 イラン／2位 日本／3位 マレーシア／4位 オマーン 

 イラン 日本 マレーシア オマーン 勝点 
得失 

点差 
得点 失点 順位 

イラン - ○1-0 ○4-0 ○10-0 9 15 15 0 1 

日本 ●0-1 - ○2-0 ○5-0 6 6 7 1 2 

マレーシア ●0-4 ●0-2 - ○1-0 3 -5 1 6 3 

オマーン ●0-10 ●0-5 ●0-1 - 0 -16 0 16 4 

 

 

●アジア選手権：過去の結果 
2017 年（マレーシア）優勝：中国  準優勝：イラン  3 位：タイ 
2015 年（日本） 優勝：イラン 準優勝：中国  3 位：韓国 
2013 年（中国） 優勝：中国  準優勝：日本  3 位：韓国 
2011 年（日本） 優勝：中国  準優勝：イラン 3位：日本 
2009 年（日本） 優勝：中国  準優勝：日本  3 位：韓国 
2007 年（韓国） 優勝：中国  準優勝：韓国  3 位：イラン 
2005 年(ベトナム) 優勝：日本  準優勝：韓国  3 位：ベトナム 
※アジア選手権は 2年に 1回開催 
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●「IBSA ブラインドサッカーアジア選手権 2019」開催概要 
日程： 2019 年 9月 30 日（月）〜10月 6日（日） 
会場： Pattaya Youth Center（タイ）: Pattaya City, Bang Lamung District, Chon Buri 20150 
参加国： 8カ国 

Group A：中国(世界ランク 3位)、タイ(同 15 位)、韓国(同 16 位)、インド(同 30 位) 
 Group B：イラン(同 6 位)、日本(同 13 位)、マレーシア(同 17 位)、オマーン*
 ※オマーンは 2018年代表チームが発足、今回が初の国際試合となるため世界ランキングデータはありません 

大会形式：参加 8カ国が 2組（各 4チーム）に分かれ、1回戦総当たりのグループリーグを行い、 
     各グループ上位 2カ国、計 4カ国が決勝トーナメントへ進出します。 

大会 HP：https://thailandsabt.wixsite.com/ibsa-bf-ac2019 

 

※本リリース掲載写真は、「http://bit.ly/2oat91P 」からダウンロード出来ます。(10/9 22:00 まで) 

本リリースに関する記事をご掲載いただく場合のみ、ご利用いただけます。 

写真を利用される場合は、クレジット「©JBFA/H.Wanibe」の記載をお願いいたします。 

 

 

  本件に関するお問い合わせ 
 

 
NPO 法人日本ブラインドサッカー協会 広報室 

E-mail: media@b-soccer.jp   協会ウェブサイト：http://www.b-soccer.jp 

住所：〒169-0073 東京都新宿区百人町 2-21-27 ペアーズビル 3階 

電話：03-6908-8907 FAX：03-6908-8908 


